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本年（２００９年）４月１日より，山梨大

学附属図書館医学分館長に就任いたしました

大野です。私が旧山梨医科大学に着任いたし

ましたのが，１９９２年５月ですので，約１

７年余りにわたり，図書館を利用させても

らってきました。しかし本年４月からは，上

記の医学分館の管理運営に責任者としての立

場から対応してきております。 

 さて，すでに就任して６ヵ月余りが経過い

たしましたが，この期間に私が対処いたしま

した図書館医学分館に関わる現状をお知らせ

して，御挨拶とさせていただきます。まず第

一には，文科省の政策により，国立大学法人

山梨大学全体の運営費交付金が本年度も減額

されたために，医学分館も運営システム合理

化や節約による必要経費削減をせざるをえな

い状況となっております。日常の図書館医学

分館を運営するに必要な光熱水料や人件費な

どの合理化と削減には，どうしても限界があ

ります。このような状況の中，本年度から，

従来の学生用図

書推薦方式を見

直して，より必

要度の高い学生

用図書を厳選し

て購入する方策

を立てました。

さらに購入された図書の利用頻度を毎年

チェックする体制も出来上がりました。学生

諸君には，新しく購入された図書を大いに利

用していただきたいと思います。また，大学

院生教育や基礎・臨床系教員の研究に必要な

電子ジャーナル購入経費も，大変に厳しい状

況にあります。文科省からの運営費交付金で

の充当が不十分であるのに加えて，電子

ジャーナルの毎年の値上がり分に対応しなく

てはなりません。先日の教育研究評議会にお

いて電子ジャーナル用経費削減が決定され，

一部の電子ジャーナルがカットされることに

なりました。このために来年度以降，大学院

生と教員の研究環境はますます厳しくならざ

るをえません。医学部としては，各講座･教室

より別途に電子ジャーナル経費の御負担をし

ていただいておりますが，その購入ジャーナ

ルの見直しも含めて，さらに検討をしなくて

はいけません。以上のように，一部の電子

ジャーナルのカットと図書館運営経費の削減

はありますが，図書館医学分館として本来の

機能が，十分に果たせる対策を考えていくた

めにも，皆様のご意見をお寄せ下さい。 

 また，すでに御存知の教職員の方々，およ

び学生もおられるかと思いますが，山梨大学

において学術情報等発信の手段として「山梨

大学学術リポジトリ」が，２００９年６月１

日より運用されております。これは，一般学

術ジャーナル等に発表された論文内容を，さ

らにこのリポジトリを利用して公表すること

が，可能となるものです。先日の医学部での

山梨医科学雑誌編集委員会において，この

「山梨大学学術リポジトリ」を山梨大学の学

術情報発信の手段として，もっと有効に利用

することが議論されました。もちろん医学分

附属図書館医学分館長         
（医学部解剖学講座分子組織学教室） 
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館運営委員会で，リポジトリ掲載の詳細が検

討される必要がありますが，個々の研究者の

発表論文が，山梨大学ホームページにおい

て，全世界からアクセスが可能となります。

これにより，山梨大学で行われた独創的な基

礎医学及び臨床医学的研究成果が，リアルタ

イムで全世界に発信できるということになり

ます。今後，山梨大学の一層の研究学術面の

発展が期待できます。 

以上，図書館医学分館長就任の御挨拶と

して，現状を御報告させていただきました。

今後とも，教職員および学生諸君の医学分館

への御支援をお願い申し上げます。 

                              （２００９年１１月末日） 

 図書館医学分館長に就任しての御挨拶 

 附属図書館本館では，今年度新たな取組みとして『図書館特別企画』を開催しています。学生の

方々に新しい趣味分野への興味を持ってもらうため，期間ごとに１つのテーマを設定し，関連した図

書や小物などをまとめて展示する企画です。現在まで以下の４つのテーマを行いました。 

 

 

  

 

  

 展示は，本館２階の特別展示コーナーで行っており，展示図書はす

べて貸出可能です。過去のテーマ図書も同コーナーにありますので，

ぜひご来館ください。 

 利用者の方々からは，「図書館イベントの文学的イメージが払拭され

た」という感想やテーマ展示の継続を望む意見も寄せられています。 

 今後は，『動物』『音楽』『舞台・芸能』『旅

行』をテーマとして展示を行っていく予定です。

他にも希望するテーマに関するご意見等ありまし

たら，どうぞお寄せください。 

 医学分館では，１階カウンター前に，『新型インフルエンザ対策』に関する

資料を集めたコーナーを特設しました。関連する図書で医学分館に入れてほし

い本などがあった場合は，ぜひ医学分館へお知らせください。本以外にも貸出

可能なDVDもあります。どうぞご利用ください。 

[ 本館 ] 

[ 医学分館 ] 

第１回『本から広がる自転車の世界』 

第２回『手づくりを楽しむ』 

第３回『スポーツ：サッカー編』 

第４回『おいしいゴハン』１１月～ 

図書館特別企画 開催中  
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もっと利用したい図書館へ      

坂野坂野坂野坂野
バンノバンノバンノバンノ

    斎斎斎斎
イツキイツキイツキイツキ

    

私にとって図書館は安心して訪れることが

できる場所です。それは職員の優しい人間性

によると思います。地味でお礼をいわれるこ

とも少ないであろう仕事に対する誠実さに，

私は教えていただくことが多くあります。 

専門書購入に際しては安い価格の代理店を

探して下さり，学外文献複写も今まで間違い

なく確実に届けていただいております。図書

館経費で購読する学術雑誌は多数決のため少

数派はあきらめるか研究費で購読します。少

数意見の尊重という意味で一定の予算をとっ

ておき，研究費での購入をのぞむ場合に援助

するというのは如何でしょうか。また，定年

退職された先生の本を必要な研究室に再配す

る機会があるとよいと思います。昔の本は販

売利益より公益のために書かれた質の高いも

のが多いと思います。 

かつて物理の専門書しか読まなかった私です

が，心・心理関連の本を読むことが多くなりま

した。ヘッセが登校拒否であって，最終的にそ

のプロセスが必要であったと考えていたこと

（シッダールタ），など身近な問題として考え

させられます。 開架の鈴木大拙全集，井筒俊

彦全集，閉架のスウェーデンボルグ全集も時間

をつくって読もうと思っています。 

山梨大学附属図書館は質・量ともに県を代

表する図書館です。公益・地域貢献の観点か

ら，大学が書庫増築の予算を手当して廃棄を

少なくし，古いけれど智に満ちた本を多くの

人に提供できるようにと願っております。 

 

 

 

 

医学分館には，２年生になり，専門分野の勉

強が始まった今年の４月以来，大変お世話に

なっている。一番利用させていただいているの

は，なんと言っても医学書である。テスト勉強

や授業の提出レポートなど，自分で調べて勉強

しなければならないとき，医学書の存在は大き

い。１つの問題について，何冊もの本を比べな

がら，自分にとってわかりやすい本を選ぶ。最

初は本探しにとても時間がかかったけれども，

最近ではだいたい本の陳列状態がわかって，時

間がかからず探せるようになってきた。とって

も充実している医学書だが，貸出冊数が３冊と

いうのが，ちょっと少ない気がする。もう少し

多く冊数を借りることができたら，と思う時が

幾度かある。また，休日も利用が可能であるこ

とも，図書館のいいところである。休日に本を

借りることはできないけれども，ふらっと出か

けて勉強したり，調べたりすることのできる空

間である。 

ただ１つ改善を検討していただきたい点が

ある。それは，空調管理の点だ。夏，炎天下

の中，図書館で涼みながら勉強しようと思

い，行った図書館では冷房がついていなかっ

た。扇風機は回っていたが，一部の人にしか

風が行き届いておらず，私は図書館にいなが

らも暑さと闘って，勉強することになった。

確かに涼しすぎるのも問題はあるとは思う

が，ある程度の空調管理をしていただけた

ら，学生の私たちにとって，図書館がもっと

勉強のしやすい空間になるのではないかと思

う。暑い暑い山梨の夏を乗り切るために，図

書館をさらに快適な空間にしていただきたい

と強く願う。 

知と智 
声声声声    声声声声    図書館利用者図書館利用者図書館利用者図書館利用者のののの声声声声    図書館利用者図書館利用者図書館利用者図書館利用者のののの声声声声    
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『『『『元気元気元気元気になになになにな〜〜〜〜れこどもたちれこどもたちれこどもたちれこどもたち』 』 』 』     

教育人間科学部 社会科教育講座   杉田杉田杉田杉田
スギタスギタスギタスギタ

    完爾完爾完爾完爾
カンジカンジカンジカンジ

    今今今今
コンコンコンコン

    義博義博義博義博
ヨシヒロヨシヒロヨシヒロヨシヒロ

        

禅。ZEN。いまや国際化した禅だが，現代の禅

者といえば，私はまっ先に久松真一居士
コ ジ

と森本

省念老師のお二人を挙げたい。お二人は京大で

同期に西田幾多郎に哲学を学んで，ともに大禅

匠となったが，生き方は好対照。久松先生は２

６歳のときに初めての臘八大接心
ロウハツオオゼッシン

（１２月１日か

ら８日明け方まで集中的に行われる坐禅修行）で

いきなり見性した（悟った）天才。２０世紀の

維摩
ユイマ

居士と称せられ，京大教授，宗教哲学者，茶

人，書家としても歴史に名を刻む。他方，省念老

師は京大を卒業後，就職もせず，１４年間も浄

土宗の寺で行者
アンジャ

生活，４３歳で出家して禅の道

に入り，のちに請われて長岡禅塾の師家になっ

たが，臨済宗の僧侶の階級としては最下位のま

ま，生涯，世間から隠れた。久松先生は大部

の，省念老師はわずかな文章を残した。この２

冊は老師のその文章と書簡，老師に関する回想

録を収める。「久松さんの禅は馬鹿の一つおぼ

えや」と言えるのは省念老師のほかにはいない

（これは抑下
ヨクゲ

の托上
タクジョウ

。気をつけて読むべし）。

老師は「わしは道端の小石も拝みます」とも

おっしゃる。本書で老師の禅の世界と人となり

を覗うことができる。かつて京都・建仁寺の管

長・竹田益州老師が阪急電車で大阪への行き帰

りに，長岡天神駅を通過するたびに「あそこに

えらい老師が住んでおられますなあ」と言った

という。かの鈴木大拙も晩年，省念老師を最も

尊敬した。『禅 森本省念の世界』（春秋社）

もお薦めしたい。  

 

 

本書は，私と同様に国立大学医学部附属病院

に勤務し，血液の難病である白血病を専門として

いる小児科医によって書かれた本である。小児の

白血病の予後は，数十年前と比べると格段に向上

し，８０％の子供達の命が助かるようになってき

ているが，１年以上にわたる辛い治療に耐えなけ

ればならない。辛い治療を行っても，未だに天に

召される命も多い。私は，医学生への講義の中

で，『小児白血病は神の嫉妬病』であり，『君た

ちは神に嫉妬されなくてよかったね』と話してい

るが，白血病の子供達は賢く，健気で，明るく，

お茶目で，いかにも神が嫉妬しそうな子供達であ

ることが多い。そんな子供達との触れ合いの中

で，著者の心に沸き上がった魂の叫びが，素直に

吐露されている。また，経済至上主義的な考え方

から，小児医療は長年にわたって病院の不採算部

門とされ，多くの病院で小児科が閉鎖されたり，

小児科医が減員されてきているが，そんな過酷な

勤務状況の中で，子供達の命を助けようと懸命に

治療を行っている献身的な小児科医の姿が記述さ

れている。 

将来小児科医を目指そうと考えている医学生

には，是非本書を読んでいただき，小児難病に

取組む医療の魅力とやりがいを体感してほし

い。小児科医がonの時に気持ちよく頑張れるた

めにはoffをしっかり取れる体制を確立すること

が重要であり，本大学の小児科学講座では，小

児科を選択した心優しい医学生がヘルシーに小

児医療を実践できる体制作りをすすめている。  

医学部 小児科学講座  

『『『『森本省念老師森本省念老師森本省念老師森本省念老師    上上上上    語録篇語録篇語録篇語録篇』』』』    

『『『『森本省念老師森本省念老師森本省念老師森本省念老師    下下下下    回想篇回想篇回想篇回想篇』』』』    

山辺一身 著山辺一身 著山辺一身 著山辺一身 著    

水書坊 水書坊 水書坊 水書坊     

山田邦男山田邦男山田邦男山田邦男    編編編編    

燈園燈影舎燈園燈影舎燈園燈影舎燈園燈影舎    

燈影撰書 燈影撰書 燈影撰書 燈影撰書 27272727・・・・28282828    

『元気にな〜れこどもたち』 

医学分館２階 第３閲覧室 

分類：ＷＳ９/ＧＥＮ 

『森本省念老師 上 語録篇』 

『森本省念老師 下 回想篇』 

本館２階 新着書架 

分類：１８８．８２ 

所蔵案内 

学生学生学生学生にすすめるにすすめるにすすめるにすすめる本本本本    学生学生学生学生にすすめるにすすめるにすすめるにすすめる本本本本    本本本本    本本本本    
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山梨大学学術山梨大学学術山梨大学学術山梨大学学術リポジトリ ホームページリポジトリ ホームページリポジトリ ホームページリポジトリ ホームページををををリニューアルリニューアルリニューアルリニューアルしましたしましたしましたしました    

一覧（ブラウジング） 

詳細検索 

コンテンツ登録手順 

このコンテンツへのアクセス件数が表示されます。 

検索結果 

詳細画面 

本文PDF 

 国内他大学・他機関のリポジトリを一括検索，本文表示できます。 

本文PDF表示 

JAIROで検索を行うと， 

他の大学などのリポジトリも一緒に検索

できます。 

本文まで入手が可能です。 

（機関によって，本文リンクがないこともあり。） 

国立情報学研究所 提供 

平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年１０１０１０１０月月月月１１１１日日日日にににに，「，「，「，「山梨大学学術山梨大学学術山梨大学学術山梨大学学術リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ」」」」ののののホームページホームページホームページホームページをををを    

リニューアルリニューアルリニューアルリニューアルしましたしましたしましたしました。。。。 

h
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://w
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p
o
s
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簡易検索 

本文へのリンク 
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図書館トピックス 

講習会 講習会 講習会 講習会 「「「「理科年表理科年表理科年表理科年表プレミアムプレミアムプレミアムプレミアム利用講習会利用講習会利用講習会利用講習会」」」」をををを開催開催開催開催    

附属図書館では，平成２１年１１月１８日に丸善出版事業部から講師を招

き，２００９年度から導入した「理科年表プレミアム」の講習会を実施しま

した。講習会は演習形式で，実際にパソコンに向かいながら，用意された例

題にそって操作を学びました。最近は皆既日食や流星群といった気象にまつ

わる話題も多く，レポートや資料作成だけでなく，さまざまな活用が期待さ

れます。甲府・医学部両キャンパスの参加人数は２６名でした。 

気象・物理・化学・環境等，科学の全分野を網羅したデータベースで，大正１４年から最

新年度までの理科年表のデータが収録されています。全ての表データがCSV形式でダウン

ロード出来ますので，保存データはさまざまな加工，編集が行えます。 

同時アクセス制限はありませんので，大学内であれば何時でもご利用になれます。 

理科年表理科年表理科年表理科年表プレミアムプレミアムプレミアムプレミアムとはとはとはとは    

山梨大学附属図書館医学分館山梨大学附属図書館医学分館山梨大学附属図書館医学分館山梨大学附属図書館医学分館・・・・生生生生とととと死死死死ののののコーナーコーナーコーナーコーナー関連行事関連行事関連行事関連行事    

講演会講演会講演会講演会「「「「ホスピスホスピスホスピスホスピスはははは何処何処何処何処へへへへ行行行行ったのでしょうか ったのでしょうか ったのでしょうか ったのでしょうか －－－－チャプレンチャプレンチャプレンチャプレンのののの立場立場立場立場からからからから－」－」－」－」をををを開催開催開催開催  

 医学分館では，平成２１年１０月８日（木）に，山梨英和・韮崎英和・石和英

和幼稚園園長，山梨英和大学講師の斎藤武氏を講師に迎え，「ホスピスは何処へ

行ったのでしょうか - チャプレンの立場から -」を開催しました。    

 この講演会は，附属図書館医学分館常設「生と死のコーナー」の関連行事（平

成２１年度山梨大学附属図書館医学分館地域貢献事業）として実施されたもの

で，一般の方を含む約８０名が聴講しました。長年，アメリカでチャプレン（学

校・病院・軍隊・刑務所などで働く聖職者）としてがん病棟やホスピスに関わった経験をもつ同講師

は，日本にホスピスを創設する準備に関わったこと，また，身体的な痛みをとることは手段であり，死

の現実に向き合っていっしょに考えることが大切ではないかと約１時間

半にわたって講演しました。終始，静かな口調で丁寧に話された内容

に，参加者は真剣に聞き入っていました。    

参加者からは，「ホスピスや緩和ケアについて，今日のお話をきくこ

とでまた新しい視点で考えることができた」「緩和ケアの原点，ホスピ

スのなりたち，目的について今日はじめて知ることができた」「患者さ

んの心，人生に寄りそえる医者になるように努力したい」といった感想

が寄せられました。 

館内利用環境館内利用環境館内利用環境館内利用環境のののの整備中整備中整備中整備中ですですですです    

 附属図書館では，今年度，館内利用環境整備を種々行っています。 

 本館では，省エネ・資料の劣化の防止のため，南側窓ガラスの遮光処理を行いました。 

また，本館トイレ及び地階改修が始まりますのでよろしくご協力をお願いします。 

 医学分館では，防虫・換気のために，かねてより要望が多かった網戸設置を行いました。 

現在，医学分館の業務用エレベータを車椅子でも利用可能な利用者用エレベータへ 

改修工事を行っています。３月から利用可能予定です。 



山梨大学附属図書館報山梨大学附属図書館報山梨大学附属図書館報山梨大学附属図書館報    

「「「「やまなしやまなしやまなしやまなし」」」」    

第第第第7777巻第巻第巻第巻第2222号号号号    

      2009年12月15日 発行 

編集編集編集編集：館報編集委員会 

発行発行発行発行：山梨大学附属図書館 

   〒400-8510 

   甲府市武田四丁目4－37 
   TEL 055-220-8063 

● 表紙撮影：図書課総務グループ職員 嶋 幸司 

  場  所：山梨大学附属図書館 医学分館（医学部キャンパス）    

学外の方への利用案内 

◆◆◆◆イベントイベントイベントイベント詳細詳細詳細詳細についてはについてはについてはについては，，，，ポスターポスターポスターポスター・・・・パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット・・・・山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館ホームページホームページホームページホームページ等等等等でおでおでおでお知知知知らせらせらせらせ

いたしますいたしますいたしますいたします。。。。皆様皆様皆様皆様のごのごのごのご参加参加参加参加をおをおをおをお待待待待ちしていますちしていますちしていますちしています。。。。    

図書館図書館図書館図書館トピックトピックトピックトピックスススス    

 本館及び医学分館は，山梨大学以外の大学生をは

じめ一般の方々も利用できます。詳細については， 

http://www.lib.yamanashi.ac.jp/ をご覧いただく

か，本館 Tel:055-220-8066 (情報サービスグルー

プ )，医学分 館  Tel:055-273-9357( 医 学情報 グ

ループ)にお問い合わせください。 

 この講座は「山梨県子ども読書活動推進実施計画」に基づき，また山梨大学の地域貢献事

業の一環として，山梨県教育委員会と山梨大学の共同企画により行われるものです。 

第５回は今年度最終回です。 
    

第第第第５５５５回回回回    シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム「「「「発達段階発達段階発達段階発達段階にににに応応応応じたじたじたじた読書読書読書読書をををを考考考考えるえるえるえる（（（（仮仮仮仮）」）」）」）」    

日日日日    時時時時：：：： 平成 平成 平成 平成２２２２２２２２年年年年１１１１月月月月２７２７２７２７日日日日（（（（水水水水））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～((((終了予定終了予定終了予定終了予定４４４４時時時時））））    

場場場場    所所所所： ： ： ： 山梨県立青少年山梨県立青少年山梨県立青少年山梨県立青少年センター センター センター センター     

主主主主    催催催催：：：：  山梨県教育委員会山梨県教育委員会山梨県教育委員会山梨県教育委員会・・・・山梨大学附属図書館子山梨大学附属図書館子山梨大学附属図書館子山梨大学附属図書館子どもどもどもども図書室図書室図書室図書室 

    平成平成平成平成２２２２１１１１年度山梨県年度山梨県年度山梨県年度山梨県・・・・山梨大学連携事業山梨大学連携事業山梨大学連携事業山梨大学連携事業    

「「「「子子子子どもとどもとどもとどもと本本本本をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ・・・・連続講座連続講座連続講座連続講座」（」（」（」（全全全全５５５５回回回回））））のごのごのごのご案内案内案内案内      ● 連続講座 

＊＊＊＊事前にお申込みが必要です。 

第第第第２２２２回回回回    講座講座講座講座「「「「声声声声とととと表現表現表現表現ののののセミナーセミナーセミナーセミナー    イメージイメージイメージイメージをををを声声声声にのせて にのせて にのせて にのせて 」」」」    

日日日日    時時時時： ： ： ： ７７７７月月月月３０３０３０３０日日日日（（（（木木木木））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～４４４４時時時時 /  /  /  / 講講講講    師師師師： ： ： ： 宮崎宮崎宮崎宮崎    さなゑ さなゑ さなゑ さなゑ 氏 氏 氏 氏 （（（（スタジオスタジオスタジオスタジオ・・・・声声声声とととと表現 主宰表現 主宰表現 主宰表現 主宰））））    

第第第第３３３３回回回回    ワークショップワークショップワークショップワークショップ「「「「読読読読みみみみ聞聞聞聞かせとかせとかせとかせと朗読朗読朗読朗読」」」」    

日日日日    時時時時： ： ： ： ８８８８月月月月２０２０２０２０日日日日（（（（木木木木））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～４４４４時時時時 /  /  /  / 講講講講    師師師師： （： （： （： （読読読読みみみみ聞聞聞聞かせかせかせかせ））））湯沢 朱実 氏湯沢 朱実 氏湯沢 朱実 氏湯沢 朱実 氏 （（（（朗読朗読朗読朗読））））渡邊 昌惠 氏渡邊 昌惠 氏渡邊 昌惠 氏渡邊 昌惠 氏    

第第第第４４４４回回回回    講座講座講座講座「「「「科学科学科学科学とととと読書読書読書読書」」」」    

日日日日    時時時時： ： ： ： １１１１１１１１月月月月１９１９１９１９日日日日((((木木木木) ) ) ) 午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～４４４４時時時時 /  /  /  / 講講講講    師師師師： ： ： ： 池田 清彦 氏池田 清彦 氏池田 清彦 氏池田 清彦 氏（（（（早稲田大学国際教養学術院教授早稲田大学国際教養学術院教授早稲田大学国際教養学術院教授早稲田大学国際教養学術院教授） ） ） ）     

終了終了終了終了しましたしましたしましたしました。。。。ごごごご参加参加参加参加ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    

おおおお申申申申しししし込込込込みみみみ・・・・おおおお問問問問いいいい合合合合わせ わせ わせ わせ     

山梨県教育委員会 社会教育課 社会教育振興担当山梨県教育委員会 社会教育課 社会教育振興担当山梨県教育委員会 社会教育課 社会教育振興担当山梨県教育委員会 社会教育課 社会教育振興担当    

〒〒〒〒400400400400----8504 8504 8504 8504 甲府市丸甲府市丸甲府市丸甲府市丸のののの内一丁目内一丁目内一丁目内一丁目6666----1111    TEL 055TEL 055TEL 055TEL 055----223223223223----1771177117711771    FAX 055FAX 055FAX 055FAX 055----223223223223----1775177517751775        

Email:shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jpEmail:shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jpEmail:shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jpEmail:shakaikyo@pref.yamanashi.lg.jp    

山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館山梨大学附属図書館((((本館本館本館本館) ) ) ) 近代文学文庫常設展示室近代文学文庫常設展示室近代文学文庫常設展示室近代文学文庫常設展示室のののの    

展示入展示入展示入展示入れれれれ替替替替えとえとえとえと関連行事関連行事関連行事関連行事のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

 本館の常設展示室では「尾崎紅葉門下の四天王」をテーマとした展示を行っていますが， 

平成２２年２月から「谷崎潤一郎」の作品に入れ替える予定で，準備を行っています。この展示の

入れ替えに合わせ，今回も下記のとおり講演会を開催する予定です。皆様のご参加をお待ちします。 

講師講師講師講師：：：：千葉千葉千葉千葉  俊二氏俊二氏俊二氏俊二氏（（（（早稲田大学教育早稲田大学教育早稲田大学教育早稲田大学教育・・・・総合科学学術院教授総合科学学術院教授総合科学学術院教授総合科学学術院教授））））    

演題演題演題演題：：：：谷崎文学谷崎文学谷崎文学谷崎文学のののの魅力魅力魅力魅力－『－『－『－『痴人痴人痴人痴人のののの愛愛愛愛』』』』からからからから『『『『細雪細雪細雪細雪』』』』へへへへ－－－－    

日時日時日時日時：：：：平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年２２２２月月月月２７２７２７２７日日日日（（（（土土土土））））午後午後午後午後２２２２時時時時～～～～４４４４時時時時 

会場会場会場会場：：：：山梨大学総合研究棟山梨大学総合研究棟山梨大学総合研究棟山梨大学総合研究棟１１１１階階階階 YYYY-12121212教室教室教室教室    

＊＊＊＊講演後講演後講演後講演後，，，，展示展示展示展示のののの見学見学見学見学をををを予定予定予定予定していますしていますしていますしています。。。。    


